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特定商取引法違反の訪問販売業者に対する処分（指示）について

岡山県は、Ｓ．Ｋ工業（現:えびす工房）こと長田敬太（以下「本件事業者」という。）

に対し、平成３０年１０月４日付けで、特定商取引に関する法律（昭和５１年法律第

５７号）第７条第１項の規定に基づき、次のとおり指示しましたので、同条第２項の

規定に基づき公表します。

○ 本件事業者の概要

(1) 事業者名 Ｓ．Ｋ工業（現:えびす工房）こと長田敬太（おさだ けいた）

(2) 所 在 地 兵庫県姫路市四郷町東阿保１３９３番地

(3) 取引類型 訪問販売（役務提供）

(4) 提供役務 屋根瓦の修理等

○ 取引の概要

本件事業者は、「屋根の瓦がずれている。」などと消費者宅を突然訪問し、「こ

のままでは雨漏りする。」などと不安をあおって、工事を受ける手口で訪問販売

を行っていた。

○ 処分（指示）の内容

今回の違反行為について、その改善策を平成３０年１１月５日までに岡山県知

事に文書で報告すること。

○ 処分の原因となる事実

本件事業者は、次のとおり、特定商取引に関する法律の一部を改正する法律に

よる改正前の特定商取引に関する法律に違反する行為を行っており、訪問販売に

おける取引の公正及び役務提供を受ける者の利益が害されるおそれがあると認め

られた。

(1) 氏名等不明示

本件事業者は、遅くとも平成２７年１２月頃以降、訪問販売をしようとする

とき、「屋根の瓦がずれている。」などと告げるのみで、その勧誘に先立って、
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事業者名や屋根瓦等の修理に係る役務提供契約の締結について勧誘をする目的

である旨及び役務の種類を明らかにしていなかった。

(2) 契約書面の不交付

本件事業者は、遅くとも平成２７年１２月頃以降、訪問販売に係る役務提供

契約の締結をした際、契約内容が明らかになる書面を交付しなかった。

○ 勧誘事例

本件の違反事実は別表の勧誘事例等により認定した。
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別表

勧誘事例

【事例１】（氏名等不明示、契約書面不交付）

平成２７年１２月頃、本件事業者は、消費者Ａ宅を突然訪問し、事業者名や屋

根修理の役務契約の勧誘目的である旨等を告げないまま、屋根を点検し、「屋根

の修理をした方が良いですよ。」とＡに屋根の修理を勧め、３４万円で契約を締

結したが、本件事業者は、Ａと契約をした際、見積書も契約書も作成しておらず、

またクーリング・オフの説明もしなかった。

【事例２】（氏名等不明示、契約書面不交付）

平成２８年６月頃、本件事業者は、消費者Ｂ宅を突然訪問し、「近くを歩いて

いたらお宅の屋根が見えた。瓦がずれているのでなんなら直しますよ。」と告げ

ただけで、事業者名を告げないまま、屋根修理の契約を勧誘し、１万円で契約を

締結し、工事を行ったが、本件事業者は、Ｂと契約をした際、見積書も契約書も

作成しておらず、またクーリング・オフの説明もしなかった。

【事例３】（氏名等不明示、契約書面不交付）

平成２８年６月頃、本件事業者は、消費者Ｃ宅を突然訪問し、「屋根を見せて

ほしい。」と告げただけで、事業者名や屋根修理の役務契約の勧誘目的である旨

等を告げないまま、屋根修理の契約を勧誘し、７万円で契約を締結し、工事を行

ったが、本件事業者は、Ｃと契約をした際、見積書も契約書も作成しておらず、

またクーリング・オフの説明もしなかった。

【事例４】（氏名等不明示、契約書面不交付）

平成２８年６月頃、本件事業者は、消費者Ｄ宅を突然訪問し、「近所に屋根工

事に来ていて、そこの屋根から見たらお宅の屋根瓦もずれていました。」と告げ

ただけで、事業者名や屋根修理の役務契約の勧誘目的である旨等を告げないまま、

屋根修理の契約を勧誘し、１万円で契約を締結し、工事を行ったが、本件事業者

は、Ｄと契約をした際、見積書も契約書も作成しておらず、またクーリング・オ

フの説明もしなかった。


